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毎
年
、秋
に
な
る
と
読
書
の
秋
、読
書
週
間
、図
書
館
総
合
展
と
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
本
紙
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
も
、

２
０
０
７
年
11
月
号
外
を
復
刊
し
、
15
号
を
皆
さ
ま
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

日
本
列
島
が
大
き
く
揺
れ
、
多
く
の
被
災
・
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
・
復
興

が
待
た
れ
ま
す
。
特
に
原
発
事
故
に
よ
る
影
響
は
現
在
進
行
形
で
も
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
出
来
た
こ
と
は
何
な
の
か
、
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
か
。
図
書
館
・
図
書
館
関
係
者
の
方
々
と
一
緒
に
、

図
書
館
の
使
命
、
役
割
、
機
能
を
棚
卸
し
し
て
み
る
時
期
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
社
会
に
深
く
関
わ
る
図
書
館
は
、
各
館
種

で
の
説
明
責
任
と
透
明
性
を
担
保
し
、
文
化
資
源
の
蓄
積
、
整
理
、
提
供
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
吉
）

編集後記

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。

桑尾 光太郎

図書館で仕事をする人たちの現場からのレポートを連続掲載します。
様々な経歴・経験から、図書館に係るアイデア・ヒントと日々の積み重ねを紹介します。

おはようございます

丸善ライブラリーニュース　第 15 号（通号 166 号）

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
仕
事
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巻  頭 大震災のなかの図書館  東北大学附属図書館長　野家　啓一

図書館員が東日本大震災からの
復興に向けてできること 東北大学附属図書館　米澤　　誠

災害の被害から効果的に回復するには 英国ノーフォーク公文書館 　　　　　　　
 ペーパーコンサバター　　　内田　夕貴

高等教育改革の機軸としての 千葉大学附属図書館長　　　　　　　　　　　　

「アカデミック・リンク」序論 アカデミック・リンク・センター長　
竹内比呂也

慶應義塾大学電子学術書利用実験プロジェクト
実験を通じてわかってきたこと 慶應義塾大学　島田　貴史

教育現場　学校図書館の日常から 　明星学苑 明星中学高等学校　鬼丸　晴美
　東京大学 大学院教育研究科　今井　福司
　専修大学 文学部　　　　　　野口　武悟

図書館情報学文献渉猟（下）
学術情報流通の変貌への対応 鶴見大学図書館事務長　長谷川豊祐

おはよう 
ございます アーカイブズの仕事 学習院アーカイブズ　桑尾光太郎

表紙 =東北大学所属図書館創立100周年記念式典・講演会（2011年10月15日）

　「丸善ライブラリーニュース」弊社広報紙は、1958
年創刊から約30年余図書館界の歩みにあわせた情報提
供を行い、市民の図書館の実現や、目録機械化・コン
ピュータ化・セキュリティの導入をあわせ、図書館の
前進をとらえた情報を図書館に係わる皆様より寄稿い
ただきました。

　2007年復刊号外からは、紙媒体と弊社ホームページ
にて公開しております。休刊する No.151（1989年）
まで、紙媒体で提供のため、執筆いただきました方々
及びタイトルの存在が検索出来なく、当時の図書館界
の動向をお伝えするために、総目次（No.1 ～ No.151）
号外とし、弊社ホームページに掲載します。本号は、
電子版のみの提供とさせていただきます。 以上

LibraryNews   2011年9月20日

　関係各位 丸善ライブラリーニュース総目次（No.1 ～ No.151）号外発行について 丸善株式会社

※本誌に関するお問合わせは、下記にお願いいたします。

お問合せ
丸善株式会社 「丸善ライブラリーニュース」
140-0002 東京都品川区東品川4-13-14
Tel  : 03-6367-6063   Fax : 03-6367-6168
Mail: librarynews@maruzen.co.jp

先日の朝刊一面に「アマゾン、年内
にも電子書籍」の記事。大手出版社
と交渉が詰めに入っているという。
電子書籍のことが世間で騒がれて久
しいが、今一つ動きが鈍いと感じて
いた。車内で周りを見渡すと、スマ
ホでマンガを読んでいる若者は多く
見かけるが、これで普及が本格化す
るだろうか…？ （藤）

先日アップルのスティーブ・ジョブ
ズ氏が亡くなりました。「学ぶ力」
が「能動的である力」だとするなら
ば、妥協することなくヒット商品を
生み出してきた氏はその力がずば抜
けていたということでしょう。学び
に新たなプロセスを提供した彼の死
に改めて思います。学ぶこと、能動
的であることの大切さを。 （M）

大学生4人が相談をしている。「来
週うちの班発表担当だよ」「スケ
ジュールをたてないと。授業終わっ
たらお弁当持ってラーコモ集合！」
「私空き時間に本読みながら場所取
りするね。ホワイトボード空いてい
るかな」ラーニング・コモンズは学
生たちにとって、授業外作戦会議の
基地にもなってくれそうだ。 （帯）

ラーニング・コモンズは「もはや
ブーム」であるとのある講演での発
言があった。導入大学では、「標準」
ではなく「独自」の構築が評価され
ている。運営は図書館と教職員との
連携が運営の条件と理解される。ま
た様々な課題を有しつつも「図書館
のチャンス！」という纏めが印象的
であった。 （F・I）

「
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
い
う
、
学

校
の
歩
み
を
示
す
資
料
を
収
集
・
整
理
・

保
存
し
、
閲
覧
に
供
す
る
部
署
に
勤
務

し
て
い
る
。
所
蔵
す
る
資
料
は
、
明
治
期

か
ら
近
年
に
至
る
事
務
文
書
を
は
じ
め
学

生
生
徒
の
作
品
、
教
員
の
個
人
資
料
、
写

真
、
も
の
史
料
や
磁
気
媒
体
な
ど
多
種
多

様
で
あ
る
。
そ
う
し
た
資
料
は
学
内
の
各

部
署
か
ら
移
管
さ
れ
、
あ
る
い
は
教
職
員
・

卒
業
生
や
そ
の
遺
族
な
ど
か
ら
寄
贈
さ
れ

て
集
ま
っ
て
く
る
。
学
校
法
人
学
習
院
は

目
白
・
戸
山
・
四
谷
の
三
校
地
に
大
学
か

ら
幼
稚
園
ま
で
の
八
校
を
経
営
し
て
お
り
、

各
学
校
に
ど
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
か
を

把
握
す
る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
と
な
る
。

明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
に
か
け
て
の
教

務
関
係
文
書
を
繙
く
と
、
学
習
院
や
華
族

女
学
校
に
在
職
し
て
い
た
嘉
納
治
五
郎
・

西
田
幾
多
郎
・
津
田
梅
子
ら
の
担
当
教
科

や
時
数
が
わ
か
る
。
白
樺
派
の
作
家
た
ち

や
三
島
由
紀
夫
が
、
誰
に
何
を
教
わ
っ
た

か
も
推
定
が
で
き
る
。
大
正
元
年
の
「
庶

務
課
日
誌
」
に
は
、
明
治
天
皇
大
喪
の
あ
っ

た
9
月
13
日
に
起
き
た
乃
木
希
典
院
長
の

自
刃
が
生
々
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
学
生

寮
の
献
立
表
や
入
学
案
内
ポ
ス
タ
ー
、
学

生
生
活
を
切
り
取
っ
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な

ど
も
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
が
、
も
と

も
と
は
日
常
の
業
務
や
生
活
の
中
で
生
ま

れ
た
平
凡
な
記
録
だ
っ
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
役
割
を
果
た
す
部
署

を
も
た
な
い
学
校
で
は
、
学
校
の
歴
史
資

料
は
図
書
館
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
図
書
に
比
べ
て
整
理
・
保
存
や
公
開

に
手
間
が
か
か
る
た
め
、
そ
う
し
た
資
料

は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多

い
。
し
か
し
扱
い
の
面
倒
な
一
見
小
汚
い

資
料
に
こ
そ
、
学
校
の
歴
史
と
伝
統
が
宿

る
こ
と
を
日
々
の
仕
事
の
中
で
実
感
し
て

い
る
。
筆
者
の
職
場
は
本
年
4
月
に
開
設

さ
れ
た
ば
か
り
で
体
制
は
何
も
整
っ
て
い

な
い
が
、
す
で
に
年
間
約
１
４
０
件
の
閲

覧
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
対
応
の
中
で
新
た
な
見
識
を
得
る
機
会

も
多
い
。
な
に
よ
り
も
目
的
に
か
な
っ
た

資
料
を
提
供
で
き
た
と
き
の
、
閲
覧
者
の

嬉
し
そ
う
な
表
情
は
筆
者
に
と
っ
て
も
格

別
で
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ
た

と
し
ば
し
ば
思
う
の
で
あ
る
。

 （
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）


